
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要

令和3年度　事 業 実 施 報 告 書

講座､セミナー､育成防災活動支援事業分類名
（中項目）

災害に対する安全･安心推進事業

実施体制

事業名
（大項目）

事業区分

事業経緯北陸地方防災エキスパート制度運営 企画調査室事業名
（個別メニュー）

担当所属継　続 主　催

　災害時の支援を通じて、災害に強い安全･安心な社会の構築に寄与すること
を目的として、防災業務の応援に関する国との協定に基づく北陸地方防災エキ
スパートの活動を主に、災害時の対応や平常時の研修等、活動全般にわたる
支援を実施する。

・北陸地方防災エキスパート登録者　354名（R3.7.26現在）
・そのうち、災害時支援活動の一層の充実を目的として組織された
　専門防災エキスパート　220名（R3.7.26現在）
・事務局：一般社団法人 北陸地域づくり協会

摘要

災害支援活動に参加 17

活動区分
参加人数
（延べ）

計

2機会

防災訓練等に参加

　令和3年度の災害時における各種対応支援として、8月の前線豪雨による犀
川（長野県）支川の被災、12月の豪雪（上越市）で、7日間にわたりのべ17人日
が出動した。
　また、防災訓練等以下平常時の活動は、コロナ禍とはいえ前年度より活動は
活性化し、全体で参加人数はｈぼ例年並みとなった。

　北陸地方防災エキスパートは発足した平成8年以降、北陸地方で発生した災害
（蒲原沢土石流災害、新潟県中越地震・中越沖地震、能登半島地震、R1東日本
台風など）において出動実績を持ち、その災害対応、復旧活動支援等の取り組
みに対し、行政から感謝状を授与されるなど高い評価を得ている。
　昨年度、エキスパート発足以来初めて豪雪時の支援を行ったが、今年は年末
に管内は豪雪に見舞われ、小規模であったが国土交通省の事務所･出張所で
各種支援を行った。前年度に引き続き、得られた課題･教訓を今後の活動に活
かしていくものである。

463

国交省との
意見交換、
講習会等
に参加

現地巡検･意見交換会等 362 50機会

講習会等出席 10 研修

その他（運営委員会等） 28

10機会

6機会

46

一般社団法人 北陸地域づくり協会

雪害対応支援（情報収集、対応への助言）

平常時活動

（左：自治体における防災訓練

右：国土交通省との合同現場巡視）

水害対応支援（復旧工法への助言）


